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文教厚生委員会会議録 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

日時　令和８年３月１６日（金） 

午前１０時開会、午前１１時４４分閉会 

場所　第２委員会室 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１　開会 

２　委員長挨拶 

３　協議事項 

（１）付託された議案の審査 

①議案第３７号　　令和８年度土浦市国民健康保険特別会計予算 

②議案第３８号　　令和８年度土浦市後期高齢者医療特別会計予算 

③議案第３９号　　令和８年度土浦市介護保険特別会計予算 

④議案第４９号　　令和７年度土浦市国民健康保険特別会計補正予算（第５回） 

⑤議案第５０号　　令和７年度土浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５回） 

⑥議案第５１号　　令和７年度土浦市介護保険特別会計補正予算（第４回） 

（２）その他 

４　閉会 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席委員（８名） 

委員長　　田中　義法 

副委員長　鈴木　一彦 

委員　　　吉田　千鶴子 

委員　　　勝田　達也 

委員　　　矢口　勝雄 

委員　　　福田　勝夫 

委員　　　平岡　房子 

委員　　　根本　法子 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

欠席委員（なし） 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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説明のため出席した者（３名） 

保健福祉部長　　　　　　　　　　　　水田　和広 

高齢福祉課長　　　　　　　　　　　　中山　悟 

国保年金課長　　　　　　　　　　　　武井　衛 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席者 

主幹　　　　　高橋　陽平 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

傍聴者（なし） 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○田中委員長　ただ今から文教厚生委員会を開会いたします。本日の委員会において、

体調管理のために水分補給を許可いたします。本日、鈴木副委員長は遅れてまいりま

す。委員の皆様にお願いです。審査の中で委員長報告の中に意見として入れたい事項

がございましたら、発言をするときに意見として入れたい旨を言ってください。それ

では、協議事項（１）付託された議案の審査に入ります。サイドブックスは本会議、

令和８年第１回定例会、事前配付資料、議案第３４号～３９号、令和８年度一般特別

会計予算書を御準備ください。議案第３７号令和８年度土浦市国民健康保険特別会計

予算を議題といたします。執行部より説明願います。 

○武井国保年金課長　議案第３７号令和８年度国民健康保険特別会計予算について

御説明いたします。２３６ページ及び２３７ページをお願いいたします。表の本年度

の下段の歳入歳出のそれぞれの合計額を御覧いただきたいと思います。歳入歳出の予

算の総額はそれぞれ１２７億８,５６５万９,０００円で、対前年度比では３億７,２

０１万２,０００円、２.８％減となっております。減額の主な要因につきましては、

被保険者数の減少に伴う保険給付費の減額によるものでございます。なお、国保の加

入状況につきましては、令和８年１月末現在で、被保険者数は２万５,６９０人、前

年同月比で９７４人、３.６５％の減となっております。２３８ページをお願いいた

します。第２表債務負担行為でございます。ジェネリック医薬品利用差額通知事業委

託料につきましては、通知後のレセプトデータによる効果測定３回目を５月に行うの

ですが、年度を超える場合があるため、期間と限度額を設定するものでございます。

それでは歳入から説明させていただきますので、２４２ページをお願いいたします。

１款国民健康保険税は、歳入予算額の２２.２％を占めるもので、被保険者数は減少
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しているものの、所得の増加や子ども・子育て支援金の導入により、前年度との比較

では１億１,３６４万７,０００円、４.２％の増となっております。つづいて、２４

５ページをお願いいたします。４款国庫支出金、１項、１目災害臨時特例補助金は、

東日本大震災の福島原発事故に伴う避難者の国保税及び医療機関等に支払う一部負

担金の減免分を補塡するために交付されるものでございます。令和７年度では国保税

減免世帯が５世帯、一部負担金減免世帯が４世帯８人という状況でございます。２４

６ページをお願いいたします。５款県支出金、１項、１目保険給付費等交付金でござ

います。１節普通交付金は、被保険者の医療費である保険給付費の支払に必要な費用

が県から交付されるものでございます。前年度比で２億５,３２１万５,０００円、２.

９％の減となってございます。２節特別交付金のうち、説明欄１項目の保険者努力支

援分は、各保険者における医療費適正化や収納率の向上等、国保が抱える課題に対す

る取組などの努力に対して点数に応じた支援金が交付されるもので、前年度と同額計

上でございます。説明欄２項目目の特別調整交付金分は、市町村の特別な事情、例え

ば２０歳未満の被保険者数が多いことなどによる財政影響があることなどを考慮し

て交付されるものでございます。前年度比４２０万８,０００円、２０.７％減となっ

ております。令和６年度実績額と同額計上でございます。説明欄３項目目の県繰入金

（２号分）は、県の国民健康保険運営方針に対する取組状況の評価や、その他知事が

認めたものによる額等を勘案した算定額が交付されるものでございます。説明欄４項

目目の特定健診等負担金は、特定健康診査の実施に対して国と県がそれぞれ３分の１

相当額を負担するものでございます。前年度比１７４万６,０００円、７.７％の増と

なっております。２４７ページをお願いいたします。６款財産収入、１項、１目利子

及び配当金は、国保会計分の財政調整基金の利子を積み立てるもので、推定した利子

率より算出しております。２４８ページをお願いいたします。７款繰入金、１項、１

目一般会計繰入金でございます。出産育児繰入金、出産一時金の３分の２を繰入、が

廃止となったため、前年度比２,０３４万３,０００円、２％の減となっております。

１節保険基盤安定繰入金から６節財政安定化支援事業繰入金は国が定める一般会計

からの法定分の繰入でございます。１節保険基盤安定繰入金保険税軽減分は一般被保

険者の低所得者に対する保険税軽減、７割、５割、２割の軽減分を県が４分の３、市

が４分の１の負担金を繰り入れるものでございます。前年度比２,０６６万２,０００

円、４.６％減となっております。２節保険者支援分は、低所得者が多い保険者に対

する支援分として国２分の１、県４分の１、市４分の１の負担金を繰り入れるもので

ございます。前年度比３,７４９万３,０００円、１６.５％の増となっております。

３節未就学児均等割軽減分は未就学児の均等割５割軽減分として国２分の１、県と市

４分の１の負担額を繰り入れるものでございます。前年度比２３３万４,０００円、
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２２.１％減となっております。４節産前、産後保険料繰入金は、出産に伴う被保険

者の所得割額及び均等割保険税の産前、産後の軽減分として国２分の１、県、市４分

の１の負担金を繰り入れるものでございます。前年度比２３万８,０００円、８.７％

減となっております。５節職員給与費等繰入金は、国保特別会計で負担している人件

費等の事務経費相当分の額に対する繰入金でございます。前年度比３４８万１,００

０円、１.９％減となっております。６節財政安定化支援事業繰入金は、国保が低所

得者や高齢者の加入割合が多いことなど、保険者の責めに帰することのできない実情

に対する繰入で、財源は国から交付税措置されるものでございます。前年度比２１５

万１,０００円、７.５％減となっております。７節その他一般会計繰入金につきまし

ては、財源不足等を補塡するために、法定外分として計上している繰入金でございま

す。なお令和８年度は、国・県が推進している赤字削減解消の方針に基づき、決算補

塡目的には当たらない経費のみの繰入として前年度と同額の１億円となっておりま

す。２項、１目、１節財政調整基金繰入金につきましては、財源不足を調整するもの

でございます。前年度比、２億１,０８６万９,０００円、６５.３％減となっており

ます。２５０ページをお願いいたします。下段の９款諸収入、３項雑入、１目一般被

保険者第三者納付金につきましては、交通事故等の第三者の不法行為による保険給付

について、県国保連合会に損害賠償の求償事務を委託して収納する賠償金でございま

す。なお、説明欄の訴訟分につきましては、令和８年度中に結審した場合の見込額で

ございます。２目一般被保険者返納金は、国保の資格喪失後に医療給付を受けた場合

や、高齢受給者証の自己負担割合の変更等による不当利得に係る返納金でございます。

以上が歳入予算でございます。つづきまして、２５１ページをお願いいたします。歳

出予算について御説明いたします。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は、

給付係７名の職員及び一般管理事業の会計年度任用職員１名分の人件費のほか、一般

事務費で前年度比１１２万７,０００円、１.６％の減となっております。一般管理事

業の主なものといたしましては、１１節役務費、手数料は県国保連合会へのレセプト

管理システム手数料及び交通事故等による第三者求償事務の取扱手数料でございま

す。１２節委託料、弁護士委託料は、交通事故による第三者の不法行為に係る保険給

付の訴訟のため、市の顧問弁護士に委託する第三者行為訴訟代理人委託料でございま

す。２項徴税費、１目徴税総務費は、賦課係７名分の職員人件費でございます。２目

賦課徴収費は会計年度任用職員４名分の人件費のほか、事務経費で前年度比２２６万

２,０００円、３.９％の減となっております。２５２ページをお願いいたします。賦

課徴収事業の主なものといたしましては、１１節役務費の通信運搬費は、納税通知書

及び資格確認書等の郵便料でございます。手数料は金融機関への紹介手数料や国保加

入者の資格給付管理の共同電算処理の国保連合会の手数料でございます。１２節委託
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料の電算委託料は、国保加入者の資格給付管理の共同電算処理や被保険者証の作成等

の電算業務委託料でございます。２５３ページをお願いいたします。２款保険給付費

につきましては、国保特別会計の歳出予算額の６７.７％を占めており、前年度比２

億５,６０６万７,０００円、２.９％の減となっております。１項療養諸費、１目一

般被保険者療養給付費は、被保険者の診療や入院時などの給付分でございます。前年

度比、２億３,４８６万円、３.１％の減となっております。２目一般被保険者療養費

は、各被保険者における保険適用となった柔道整復施術費やコルセット代などの給付

分でございます。３目審査支払手数料は、県、国保連合会において行う診療報酬明細

書の審査とレセプト電算処理の手数料でございます。２項高額療養費１目一般被保険

者高額療養費は１か月間の医療費の自己負担が高額となった場合に、自己負担限度額

を超えた分が支給されるものでございます。前年度比１,８５８万１,０００円、１.

６％減となっております。２５３ページの一番下から２５４ページをお願いいたしま

す。２目一般被保険者高額介護合算療養費は、医療と介護保険のサービスのいずれも

利用する場合の負担を軽減する制度で、１年間の医療費と介護料の負担合計額が高額

となった場合に限度額を超えた分が支給されるものでございます。４項出産育児諸費、

１目出産育児一時金は被保険者が出産した際に、５０万円を限度として支給するもの

で、前年度比３５０万２,０００円、８.０％の減となっております。２５５ページを

お願いいたします。５項葬祭諸費１目葬祭費は、被保険者が死亡した場合に葬儀を執

り行った方に葬儀費用として５万円を支給するものでございます。２５６ページをお

願いいたします。３款国民健康保険事業費納付金の１項医療給付費分から３項介護納

付分までの既存の納付金及び令和８年度に創設される子ども・子育て支援金納付分の

納付につきましては、県が毎年度、被保険者数や保険給付費の推計を行い、県に交付

される公費等を差し引いて金額を算出し、市町村の所得や医療費の水準に応じて配分

されるものでございます。前年度比、１億１,０４８万７,０００円、２.８％の減と

なっております。２５８ページをお願いいたします。４款保健事業費、１項、１目特

定健診等事業費は、保険者に義務付けられた特定健診、健康診査事業において、生活

習慣病予防対策や生活習慣の改善指導を実施するための経費で、前年度比２７３万

５,０００円、２.８％の減となっております。説明欄１項目目の特定健康診査等事業

の主なものといたしまして、１２節委託料につきましては、県総合健診協会、医療機

関等に対する特定健診及び特定保健指導の委託料でございます。１８節負担金補助及

び交付金の特定健診関連人間ドック等補助金は、人間ドック・脳ドック受診者の特定

健診基本項目分に対する補助でございます。なお、受診者１人分の費用に対して特定

健診基本項目分が国・県補助の対象となることから、特定健診分のドック受診実績が

確定できるよう、２項、１目の疾病予防費の市単独分、疾病予防事業の人間ドック、
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脳ドック健診補助金と分けて計上しております。説明欄２項目目の特定健康診査に係

るかかりつけ医からの情報提供事業につきましては、治療の一環として行った特定健

康診査の項目について、医療機関から検査データの提供をいただくものでございます。

２項、１目疾病予防費の説明欄１項目目の疾病予防事業は市単独分の生活習慣病健診、

人間ドック、脳ドック健診の補助金でございます。説明欄２項目目の医療費適正化特

別対策事業は、診療報酬明細書の点検に係る会計年度任用職員２名分の人件費のほか、

事務費でございます。疾病予防費は前年度比３４５万４,０００円、６.７％減となっ

ております。２５９ページをお願いいたします。説明欄３項目目のジェネリック医薬

品利用差額通知事業は、ジェネリック医薬品利用差額通知に係る委託料でございます。

２６０ページをお願いいたします。５款基金積立金は、国保特別会計分の財政調整基

金積立金で年度間の財政の調整を行い、国保財政の健全な運営に資するものでござい

ます。当初予算では、歳入歳出で基金会計の利子予定額を計上しております。また、

後に前年度の決算剰余金を基金積立金のために９月補正で計上いたします。２６１ペ

ージをお願いいたします。６款諸支出金、１項、１目一般被保険者保険税還付金は一

般被保険者の国保税の過年度分の介護納付金でございます。説明は以上でございます。

よろしくお願いいたします。 

○田中委員長　これに対して御質問等はございませんか。 

（なしとの声あり） 

○田中委員長　ないようなので、採決をいたします。議案第３７号は原案どおり決す

ることに御異議ございませんか。 

（異議なしとの声あり） 

○田中委員長　御異議なしと認めます。よって、議案第３７号令和８年度土浦市国民

健康保険特別会計予算は、原案どおり決しました。つぎに、議案３８号令和８年度土

浦市後期高齢者医療特別会計予算を議題といたします。執行部より説明をお願いいた

します。 

○武井国保年金課長　議案第３８号令和８年度後期高齢者医療特別会計予算につい

て御説明いたします。２６９ページをお願いいたします。歳入歳出予算の総額はそれ

ぞれ３０億６,６６９万円で、前年度比３億９,６５５万８,０００円、１４.９％増と

なっております。増額の主な要因としましては、被保険者数の増加によるもので、被

保険者数は令和８年１月末現在で２万４,２３７人、前年度比５０人、２.１％の増と

なっている状況でございます。それでは、歳入から説明させていただきますので、２

７４ページをお願いいたします。１款後期高齢者医療保険料は、被保険者の医療給付

に充てる財源として徴収するもので、年金から差し引かれる特別徴収と、納付書によ

り納付していただく普通徴収に分かれており、前年度比３億５,２７６万４,０００円、



7 
 

１６.８％の増となっております。なお、保険料率は２年ごとに見直しとなっており、

令和８年度に改定を行います。また、子ども・子育て支援金制度が創設され、従来の

保険料と合わせ、子ども・子育て支援納付金を徴収することとなっております。２７

６ページをお願いいたします。３款繰入金、１項、１目事務費繰入金は、職員６名分

の人件費や電算処理業務委託料などの事務経費に対する一般会計からの繰入れで、前

年度比８４４万９,０００円、１３％の増となっております。２目保険基盤安定繰入

金は、保険料軽減分を公費で県４分の３、市４分の１の負担をするための繰り入れで、

一般会計に交付された県支出金に市費分を合わせて同会計から繰り入れるもので、前

年度比２,９６７万３,０００円、７.１％の増となっております。３目保健事業費事

業繰入金は、被保険者の健康増進を図るため、健康診査や人間ドック、脳ドック受診

に係る経費や令和６年度から新規で実施している高齢者の保健事業と介護予防の一

体的な実施事業委託金分を一般会計から繰り入れるもので、前年度比５３０万５,０

００円の６.６％増となっております。以上が歳入予算でございます。つづきまして、

２７９ページをお願いいたします。歳出予算について御説明いたします。１款総務費、

１項、１目一般管理費は職員人件費のほか、後期高齢者医療事業の事務執行に係る事

務経費で、前年度比８６４万７,０００円、１２.４％の増となっております。一般管

理費で主なものとしましては、１１節役務費の通信運搬費は、資格確認書などの郵送

料でございます。１２節委託料は、後期高齢者医療に係る各種リスト作成などの電算

処理業務の委託料でございます。令和８年度から仮徴収の回収を増やし、徴収率の向

上を図ったことに伴いまして処理項目が増加したため、委託料が増額となったもので

ございます。２８０ページをお願いいたします。２款後期高齢者医療広域連合納付金

は、被保険者が納付した保険料等を県広域連合へ納付するもので、前年度比３億８,

２４４万３,０００円、１５.２％の増となっております。２８１ページをお願いいた

します。３款保健事業費、１項、１目健康診査費は、広域連合からの受託により実施

する被保険者の健康診査を行うための経費で、前年度比１５万４,０００円、０.５％

の増となっております。１２節委託料は、被保険者の健康診査の基本項目に係る市医

師会及び県総合健診協会等への委託料でございます。２目疾病予防費は、疾病予防事

業と高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業があり前年度比４９９万６,０

００円、１２％増となっております。疾病予防事業では、広域連合が指定する健康診

査の基本項目以外に対する市単独分の健康診査委託料と人間ドック及び脳ドックへ

の補助等を行っております。１２節委託料の単独後期高齢者健康診査委託料は市単独

分の健康診査の追加項目、貧血心電図、眼底検査、クレアチニンに係る市医師会及び

県総合健診協会への委託料、また、人間ドック等委託料は人間ドック、脳ドックに係

る健康診査記録の特定健康診査等データ管理システムへの入力代行業務委託料でご
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ざいます。１８節補助金は、被保険者の人間ドック、脳ドック受診者への補助で、受

診した医療機関に対して定額、国保と同額でございますが、人間ドック２万円、脳ド

ック２万７,０００円を助成するものでございます。高齢者の保健事業と介護予防の

一体的な実施事業では、保健事業と介護予防事業が連携して後期高齢者の疾病予防、

重症化予防とフレイル予防に取り組み、健康寿命の延伸を目的として実施するもので

ございます。１２節委託料は、健康状況不明者対策事業及び低栄養防止事業のハイリ

スクアプローチの委託料となっております。２８２ページをお願いいたします。４款

諸支出金、１項、１目保険料還付金は、死亡や転出等による被保険者資格喪失に伴う

保険料の還付金の計上でございます。 

○田中委員長　これに対して御質問等はございませんか。 

○吉田（千）委員　御説明ありがとうございます。２８０ページの後期高齢者医療保

険料納付事業。これが前年度の比較で高くなってきてるわけなんですけれども、これ

はずっと上がっているという状況でしょうか。 

○武井国保年金課長　後期高齢へ移る方が増えてますので、団塊の世代の後期高齢へ

の移行は終わりましたが、まだ高齢者の方が多いものですから、まず下がるというこ

とはないと思います。毎年１０％前後は増えていくと思っております。 

○吉田（千）委員　団塊の世代が終わったとしても、いずれにしても、７５歳に移る。

そういう方が増えてくるから、必然的にこれは上がっていくという状況があるという

ことですね。なかなか大変ですけれども分かりました。そして、２８１ページのそう

した中にあって、なるべく医療費を抑えたいということでいろいろ事業をしていただ

いてるわけなんですが、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業ということ

で、もうちょっと具体的に教えていただきたいのと、なかなかその見える化というの

は難しいんだろうと思うんですけれども、何かデータが出てくるといいのかなという

ふうには思ったんですが、その辺も含めてお伺いします。 

○武井国保年金課長　一体的事業というのが、国の主導で、令和６年度にほぼ１０

０％近くの自治体が行うというような形で、実際には９５～６％の全国の自治体が開

始したことで、当市も令和６年度から始めた事業でございます。後期高齢の前、７４

歳までは健康診断を行っていたものが、後期高齢になりますと継続が難しいというこ

とで、国のほうでは今までどおりの健康診査と介護予防も併せて行うということにな

りまして、現在、国保年金課と保健センター、高齢福祉課で一体となって進めている

状況です。まずはこれまでの国保のデータベースを見てそういう医療機関にかかって

るかどうかとか、健康状態が不明な方とか、そういったものをまずリストアップして、

お声掛けをして、予防していこうという観点から始まったものでございます。大体そ
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のような部分で行っておりまして、今後も継続してやっていくような事業でございま

す。 

○水田保健福祉部長　補足ですが、２８１ページの委員がおっしゃった一体的事業の

一番下のところに、ハイリスクアプローチ委託料とあります。病院にかかっていない、

健診履歴がないような方を補足させていただいて、保健師協会のほうに委託をさせて

いただいて、通知を差し上げて、現場のほうに行っていただいて、直接お話をして、

どういう生活状況なのかを確認するのがハイリスクアプローチ。あともう一つがポピ

ュレーションアプローチといって、一般的な生活をされている方の中で今度は介護の

ほうと連携してやっていこうと。生活はちゃんとできてるけども、要支援要介護にな

らないように介護予防を取り組んでいきましょうということで、通いの場に御案内す

るとか、シルバーリハビリ体操教室を御案内するとか、そういうところに振り向けて、

医療と介護の世界に入らないようにしていただくという取組が、ポピュレーションア

プローチ。その二つの柱で保健事業と介護予防の一体化というところは、実施してい

るところでございます。 

○吉田（千）委員　そういった方に直接アプローチをして、そういう働きをしてくだ

さってるということをとても理解いたしました。介護予防、介護が必要とならないよ

うに、また、医療費がかさまないように本当に様々な角度からやってくださってるこ

とに本当に感謝をいたします。これからも努めていただけるということでございます

ので、皆様には大変のお力をお借りするわけでございますが、どうぞよろしくお願い

したいと思います。 

○福田委員　関連で教えてください。今、吉田委員のほうでお話ありました２８０ペ

ージの後期高齢者の医療費。もう段階的に上げざるを得ないと。いろいろ状況はよく

分かるんですけども、令和７年度の広域連合が私はよく分からないんですけども。こ

この積立金みたいのがありますよね。こういうのはどういうふうに反映されているん

ですか。別になっちゃうんですが、広域連合の積立金というのは。 

○武井国保年金課長　実際に広域連合は広域連合で、今回の後期高齢の事業に当たっ

ては、向こうからのお金のほうはいただいておりますので、当然その不足分に対する

基金はあると思います。ただ、市はあくまでも後期高齢の部分の基金はないものです

から、その分は剰余金が生じた場合には、一般会計を繰り入れるような形になってお

りますので、後期高齢のほうはそちらで基金のほうはあります。 

○福田委員　本来ならば、この広域連合の積み立ててる金を何も貯めておくことはな

いわけだから、それを活用すべきだと思うんですけどね。これは市の財政とまた違う

んでしょうけれども。広域連合がどういう役割をしてるのかというのが私はよく分か
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らないんですけど、今日の議題とまた別になっちゃうのかなこの話は、その辺どうな

んですかね。 

○武井国保年金課長当然後期高齢関係の事業に関しては全部後期広域連合からお金

はもう来てますし、当然その納付金、保険料も当然皆さんに納めていただいたものを

最終的には納付金として広域連合のほうへ納付しているような状況です。市もほぼ１

００％広域連合のほうから、歳入としていただいてるような状況で、市としての支出

はほぼない状況です。ですから万が一後期高齢者の医療費が結構掛かる場合には、当

然、広域連合のほうの基金を取り崩して市町村の方へ配分すると思います。 

○福田委員　後期高齢者の納付、私も驚いたんですけども、議員になったらなぜか議

員歳費の１か月分と同じ額をそっくり納付するんですよね。いずれにしても、この後

期高齢者の納付金は議員とは関係なく上がってきてるね。これ何とかならないのかと。

何とかしようって電話もかかってくるんですけども。年金が減っちゃう。国保も含め

ていろいろな意味で上がるということでね。もうちょっと何とかならないものなのか

ね。無理なお願いしてもしょうがないんでしょうけども、もしその辺のことで御意見

があればお聞きしたいんですけども。 

○武井国保年金課長　そもそも後期高齢のほうは２年に１回税率改正を行って皆さ

んに納めていただいてるんですけれども、後期高齢ばかりじゃなくて国保の国保税も

同じなんですが、所得に応じてその所得割がかかります。当然所得のある方に関して

はその限度額の範囲内で納付していただくというものですので、所得のある方はその

分、それ相応分を納付していただくということです。 

○水田保健福祉部長　今の福田委員に対してお答えになるかどうか分からないんで

すが、後期高齢者の医療制度というのは、その財源の２分の１は、国、県、市町村が

負担しています。残りの２分の１については、高齢者から１割を保険料としていただ

いています。我々、生産年齢段階の人間が払っている保険料の中からも、後期高齢者

のほうに４割分はお金を出させていただいて、後期高齢者の会計を賄っており、その

負担割合は今のところ変わらないかたちで運用されています。後期高齢者保険に加入

していただいてる方には、１割の保険料をお願いしております。そこをできるだけ少

なくしていくためにはということで、先ほども御説明させていただいたとおり、医療

費が掛からないようにすることをできるだけ取り組んでいくことによって、圧縮をか

けて、ひいては保険料の金額にもできるだけ響かないように。その議論というのは、

後期高齢者の医療ばかりではなくて、我々の厚生年金の保険料もそうですし、国保の

保険料もそうですし、どれだけ医療費用、医療給付費を抑えていくかっていうところ

に一番我々の取組を集中させていかなければいけないということで、いろいろな取組

をやらせていただいております。あと、先ほど吉田委員からもありました納付金につ
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いてですけれども、保険料というのは後期高齢者の医療の中で保険料を決めて、それ

に基づいて我々が徴収をさせていただいて、集めたものを後期のほうに納付金として

送る。その財源が何に使われるかというと、医療機関に全部行くような流れになって

おりますので、積立てでお金を持ってるとかそういうものではありません。ただ、４

４市町村の会計を持ってますので、そこでの財源調整を図るために必要な部分はある

程度担保させていただいて基金として持ってるというところですね。その辺を御理解

いただければ。日本という国は皆保険制度でやっておりますので、そこをこれから、

人口が減少していく中で検討していかなければならない課題の一つであると思いま

すので、これからも国、県の動きはきちんと捉えて、言うべきところは市町村として

言っていかなければならないと思っております。 

○矢口委員　執行部に対して質問ではなくて議員間討論の範ちゅうに入るんですが

それでもよろしいですか、委員長。 

○田中委員長　どうぞ。 

○矢口委員　私は後期高齢者医療連合に土浦市議会の代表として行かせていただい

ておりますので、その立場からも少しお話しさせていただければと思うんですが、そ

もそも高齢者の方は非常に医療費が掛かってます。若い方よりもお医者さんに行く機

会が当然多いので。その大きな医療費に対して、誰がどのように負担するのかという

議論になってくると思うんですね。今、水田部長が説明してくださったように、後期

高齢者の保険料だけでなくて若い方々も後期高齢者分として保険料納付してますし、

また、半分は国、県、市と負担していると。つまり誰がどのように、高齢者の大きな

金額の医療費を負担していくかっていうことを、今後も私たちも、そして市民国民全

体が考えていかなきゃいけない大きな課題だと思うんですね。その中の一つとして、

本当に個人的な意見なんですけど、私の身内にも高齢者がおります。身内の話なんで

言えるんですけど。自分が医療費を払ってる自覚があんまりないんですよ。それはな

ぜないかっていうと１割負担だから。もらっているのではなくて、１割ですけど払っ

ているし、また、９割は保険制度で負担いただいてるんですね。こういった１割負担

が本当に良いのかどうか、ここも考えなきゃいけない。福田委員は大変恐縮ですけど、

この世代からすると大きな収入を得ているんで当然大きな保険料を払ってるわけで

すけど、一般的に高齢者はもう引退されてる世代なんで、収入も少ないですから保険

料も少ない。やっぱり皆さんが医療に対してお金が掛かってるっていうことを自覚い

ただいて、若い人たちにも負担してもらってるんだっていうことを考えていただくの

が何より大事じゃないかなと私としては思ってるところであります。 

○田中委員長　ありがとうございます。これに対して御質問等はございませんか。 

（なしとの声あり） 



12 
 

○田中委員長　ないようなので、採決をいたしたいと思います。議案第３８号は原案

どおり可決することに御異議ございませんか。 

（異議ありとの声あり） 

○田中委員長　異議がありましたので、説明していただきたいと思います。 

○福田委員　今、部長さんと武井課長いろいろ説明いただきました。それで、確かに

議員になると報酬は上がりますけど、そういうことじゃなくて、全体として引き続き

いろいろな点で努力してもらいたいと思います。そういう点で、私は異議があります。 

○田中委員長　異議がありましたので、挙手により採決をいたしたいと思います。議

案第３８号に賛成の方、挙手お願いいたします。 

（賛成５名（矢口副委員長、吉田委員、勝田委員、平岡委員、根本委員）） 

○田中委員長　反対の方、挙手願います。 

（反対１名（福田委員）） 

○田中委員長　よって、賛成多数でございます。議案第３８号令和８年度土浦市後期

高齢者医療特別会計予算は、原案どおり決しました。ここで、鈴木委員がいらっしゃ

いましたので、次の議案から出席となります。つぎに、議案第３９号令和８年度土浦

市介護保険特別会計予算を議題といたします。執行部より説明願います。 

○中山高齢福祉課長　それでは予算書のほう２８８ページ、２８９２９０と第１表の

ところをお願いいたします。議案第３９号令和８年度土浦市介護保険特別会計予算に

ついて御説明させていただきます。介護保険の給付事業であります。保険事業勘定の

歳入歳出予算の総額につきましては、それぞれ１３５億９,４２８万２,０００円、対

前年比といたしまして０.６％の増となっております。増額の主な要因といたしまし

ては、６５歳以上の人口は微増横ばいでございますが、そのうち７５歳以上の人口が

伸びているという状況で、それに伴い、要介護認定者数が増えているという傾向で、

保険給付費の増額になっているものでございます。それでは、歳入から主なものにつ

いて御説明をさせていただきます。２９４ページお願いいたします。歳入の１款保険

料、１項、１目第１号被保険者保険料でございますが、これにつきましては、６５歳

以上の第１号被保険者の保険料でございます。前年度比３.６％の増でございます。

２９６ページをお願いいたします。３款国庫支出金、１項、１目介護給付費負担金に

つきましては、保険給付費に対する国の負担分で、居宅サービス給付費の２０％及び

施設サービス給付費の１５％が対象となります。前年度比０.３％増でございます。

同じく２項、１目調整交付金につきましては国庫負担金の調整分で、国の示す交付率

によるものでございます。前年度比２.２％の減でございます。同じく２目地域支援

事業交付金（介護予防日常生活支援総合事業）につきましては、介護予防日常生活支

援事業総合事業に対する交付金でございます。事業費の２０％に調整交付金を加えた
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額が交付となります。前年度比１７.８％の増を見込んでおります。同じく３目地域

支援事業交付金（介護予防日常生活支援総合事業）以外の地域支援事業につきまして

は包括的支援事業任意事業に対する交付金でございまして、交付率は事業費の３８.

５％となりまして、前年度比０.２％の減を見込んでおります。一つ飛びまして、同

じく５目の保険者機能強化推進交付金につきましては市町村による高齢者の自立支

援、重度化防止等の取組を支援するための交付金でございまして、前年度比１００％

の増額を見込んでおります。６目介護保険保険者努力支援交付金につきましては市町

村による予防、健康づくり、高齢者の自立支援、重度化防止等の取組を支援するため

の交付金で、前年度比０.５％の減を見込んでおります。２９７ページをお願いいた

します。４款支払基金交付金、１項、１目介護給付費交付金につきましては４０歳か

ら６４歳までの第２号被保険者の保険料で、保険給付費の２７％が支払基金から交付

されるもので、前年度比０.２％増を見込んでおります。２目地域支援事業支援交付

金につきましては介護予防生活支援サービス事業費、一般介護予防事業費の２７％が

支払基金から交付されるもので、前年度比１５.７％の増を見込んでおります。２９

８ページをお願いいたします。５款県支出金、１項、１目介護給付費負担金につきま

しては保険給付費の県負担分で居宅サービス給付費の１２.５％と、施設サービス給

付費の１７.５％が交付されるものでございまして、前年度比０.０４％の増を見込ん

でおります。同じく２項、１目地域支援事業交付金につきましては、介護予防日常生

活支援総合事業に対する交付金で、事業費の１２.５％が交付されるものでございま

す。前年度比１８.２％増を見込んでおります。同じく２目地域支援事業交付金で、

介護予防日常生活支援総合事業以外の地域支援事業につきましては、包括的支援事業

任意事業に対する交付金、事業費の１９.２％が交付されるもので、前年度比で０.

２％の減を見込んでおります。飛びまして、３００ページをお願いいたします。７款

繰入金、１項、１目介護給付費繰入金につきましては保険給付費の市負担分で、保険

給付費の１２.５％を一般会計から繰入れするもので、前年度比０.２％の増を見込ん

でおります。同じく２目地域支援事業繰入金につきましては介護予防日常生活支援総

合事業の市負担分で、１２.５％を一般会計から繰り入れするもので、前年度比１８.

２％の増を見込んでおります。３目地域支援事業繰入金で、こちらの介護予防日常生

活総合支援総合事業以外の地域支援事業につきましては、介護予防日常生活支援事業

以外の地域支援事業の市負担分でございます。１９.２５％を一般会計から繰入れす

るもので、０.２％の減を見込んでおります。４目低所得者保険料軽減繰入金につき

ましては、低所得者の保険料負担軽減策として保険料段階が第一段階から第三段階の

方の保険料負担率を引き下げるため、一般会計から繰入れするもので、財源の内訳は

国が２分の１、県と市がそれぞれ４分の１の負担となっており、前年度比０.０１％
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増を見込んでおります。５目その他の一般会計繰入金、１節職員給与費等繰入金につ

きましては介護保険事業に携わる職員の人件費、２節の事務繰入金につきましては、

事務費に対する一般会計からの繰入金でございます。同じく２項、１目介護給付費準

備基金繰入金につきましては、介護給付費の不足分を準備基金から取り崩して充当す

るもので、前年度比５８.３％減を見込んでおります。飛びまして、３０２ページを

お願いいたします。９款諸収入、１項、１目第１号被保険者延滞金につきましては、

過去５年間の実績額の平均から算出しており、１３.３％の減を見込んでおります。

同じく２項、１目第三者納付金につきましては、前年同額の計上とさせていただきま

した。歳入につきましては、以上でございます。つづきまして、歳出について御説明

をさせていただきます。ページのほうは３０３ページをお願いいたします。１款総務

費、１項、１目一般管理費につきましては、介護保険事業に携わる職員２２名分の職

員の人件費のほか、一般管理事業として介護保険事務処理にかかる電算業務委託料の

経費が主なものでございます。２項、１目賦課徴収費につきましては、納付書の郵送

料や保険料の算定処理、口座振替処理等の賦課徴収電算業務委託料が主なものとなっ

ております。３０４ページをお願いいたします。同じく３項、１日介護認定審査会費

につきましては、介護保険の認定審査会に係る経費でございまして、介護認定審査会

の審査委員３６名に対する報酬とペーパーレス化に伴うシステムの使用料が主なも

のでございます。２目認定調査費につきましては、介護保険の認定調査等に要する経

費でございましさて、調査委員５名及び事務補助委員３名の計８名分の会計年度任用

職員の報酬、主治医意見書の作成手数料、要介護認定調査委託料などが主なものでご

ざいます。３０６ページをお願いいたします。２款保険給付費につきましては、保険

事業勘定介護保険事業特別会計の９４.３％を占めており、各種介護保険サービスの

提供に要した経費として茨城県国民健康保険団体連合会に支払う費用で、サービス費

につきましては、国民健康保険団体連合会を通してサービス提供事業者へ支払うもの

でございます。１項、１目居宅介護サービス給付費につきましては、要介護認定者が

利用した居宅介護サービス費をサービス提供事業者に支払う費用でございまして、前

年度比１.８％の減を見込んでおります。２目特例居宅介護サービス給付費につきま

しては要介護認定者が基準該当事業所を利用した特例居宅介護サービス費をサービ

ス提供事業者に支払う費用でございまして、前年度比１５％の増を見込んでおります。

３目施設介護サービス給付費につきましては、要介護認定者が入所している施設にお

いて利用したサービス費用を施設事業者に支払う費用でございまして、前年度比０.

９％の増を見込んでおります。一つ飛びまして、５目居宅介護福祉用具購入費につき

ましては、要介護認定者が入浴補助用具やポータブルトイレなどの福祉用具購入費用

を１０万円を限度に償還払いするもので、前年度比２９.１％の増を見込んでおりま
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す。６目居宅介護住宅改修費につきましては要介護認定者の方が手すりの取り付けや

段差解消など、住宅改修をした際の改修費について、２０万円を限度に支払するもの

で、前年度比２３.９％の減を見込んでおります。３０７ページをお願いいたします。

７目居宅介護サービス計画給付費につきましては、要介護認定者が介護保険サービス

を利用する際のケアプランの作成費用を作成事業者に支払う費用で、前年度比１.

６％の増を見込んでおります。一つ飛びまして９目地域密着型介護サービス給付費に

つきましては、要介護認定者が利用したグループホームや認知症対応型デイサービス

などの地域密着型サービス費用をサービス提供事業者に支払う費用で、前年度比３.

１％の増を見込んでおります。３０８ページをお願いいたします。２項介護予防サー

ビス等諸費につきましては、要支援１と要支援２の方へ各種介護予防サービスの提供

に要する費用でございます。１目介護予防サービス給付費につきましては、要支援認

定者が利用した介護予防サービス費用をサービス提供事業者に支払うもので、前年度

比６.７％の増を見込んでおります。一つ飛びまして、３目介護予防福祉用具購入費

につきましては、要支援者の福祉用具購入費用を負担割合に応じて１０万円を限度に

支払いするものでございます。４目介護予防住宅改修費につきましては、要支援認定

者が住宅改修をした際の改修費について２０万円を限度に利用者に償還払するもの

でございます。５目介護予防サービス計画給付費につきましては、要支援認定者が介

護予防サービスを利用する際のケアプラン作成費用を作成事業者である地域包括支

援センター等に支払う費用でございまして、前年度比１７.６％の増を見込んでおり

ます。３０９ページをお願いいたします。３項、１目審査支払手数料につきましては、

介護サービス費や介護予防サービス事業等の介護保険給付費の請求、審査及び支払事

務を委託している国保連に対する手数料の支払いで、前年度比２.５％の増を見込ん

でおります。３１０ページをお願いいたします。同じく４項、１目高額介護サービス

費につきましては、要介護認定者が支払った居宅介護サービス費用が一定額を超えた

場合、その超えた額について償還払する費用で、前年度比３.８％の増を見込んでお

ります。５款、１目高額医療合算介護サービス費につきましては、一年間の医療保険

と介護保険を合わせた自己負担額が一定額を超えた場合に、その超えた額について償

還払する費用でございまして、前年度比１.７％の減を見込んでおります。３１１ペ

ージをお願いいたします。６款、１目特定入所者介護サービス費につきましては、要

介護認定者のうち、非課税世帯などの低所得者の方が施設に入所した場合の居住費、

食費の自己負担分を軽減するための費用で前年度比４.７％の減を見込んでおります。

３１２ページをお願いいたします。３款地域支援事業、１項介護予防生活支援サービ

ス事業費及び２項の一般介護予防事業費につきましては、介護予防日常生活支援総合

事業となっております。１目介護予防生活支援サービス事業につきましては、緩和型
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の訪問サービスとして掃除、調理、買い物などの生活支援を行う土浦市シルバ一人材

センター及び社会福祉協議会への委託料となっており、要支援者の方又は総合事業対

象者の方が利用したサービス事業でございます。つづきまして、２目介護予防ケアマ

ネジメント事業費につきましては、総合事業の対象者の方がサービスを利用する際の

ケアプランの作成費用について、国保連を通じて支払う負担金で前年度比１５.１％

の増を見込んでおります。２項、１目一般介護予防事業費につきましては、一般介護

予防事業を担当する職員の人件費のほか、３１３ページのほうに移りまして、介護予

防啓発教室事業、介護予防セルフマネジメント支援事業、地域リハビリテーション活

動支援事業に係る経費などでございまして、高齢者の方々がいつまでも元気で介護が

必要とならないようにするための事業に要する費用で、前年度比３.４％の減を見込

んでおります。３項、１目任意事業費につきましては、介護サービスが本来の目的に

沿った形で提供され、高齢者の自立支援に資するものであるよう、サービス内容の適

正化、介護費用の適正化を図る介護保険適正化事業や施設入所者の相談や傾聴を行う

介護相談員派遣事業。３１４ページに移りまして、成年後見制度支援事業、ひとり暮

らし高齢者等の食事を配達し、安否確認を行う高齢者等在宅生活支援配食サービス事

業、外出先での救急搬送や保護されたときに、緊急時の連絡先や警察、消防などへの

情報提供を行う高齢者等見守りネットワーク事業など、高齢者の見守りに係る事業の

経費となっております。２目在宅医療介護連携推進事業につきましては、かかりつけ

医や多職種の協働による在宅医療と介護を一体的に提供できる支援体制の構築、運営

を図るための事業に要する費用で、人生の最期まで住みなれた我が家で暮らし続ける

ことができるような地域づくりを行うための人件費及び市民向けの在宅医療や介護、

看取りをテーマとした講演会を開催するほか、多職種連携研修会など、在宅医療介護、

介護連携拠点事業に係る費用が主なものでございまして、前年度比７３.３％の増を

見込んでおります。３１５ページに跨ります。３目認知症総合支援事業費につきまし

ては、認知症基本法及び認知症施策推進計画に沿って共生社会の実現と新しい認知症

観を主軸とした取組を進め、認知症になっても住み慣れた地域で暮らしていけるよう、

認知症の方やその家族を地域ぐるみで支援することができる体制の構築を図るため

の経費でございます。市内２か所で毎月開催予定である認知症カフェの運営の委託料、

地域包括支援センターうららと神立に設置しております認知症初期集中支援チーム

の委託料などが主なものでございまして、前年度比２.２％の増を見込んでおります。

３１５ページ、４項、１目審査支払手数料につきましては、介護予防日常生活支援総

合事業のサービス費等の介護保険給付費の請求、審査及び支払事務を委託している国

保連に対する手数料の支払いで前年度比１７％の増を見込んでおります。３１６ペー

ジをお願いいたします。４款、１項、１目介護給付費準備基金積立金につきましては、
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基金利子及び決算余剰金等を介護給付費準備基金へ積み立てするもので、前年度比１

０.９％の増を見込んでおります。３１７ページをお願いいたします。５款諸支出金、

２項、１目一般会計繰出金につきましては、重層的支援体制整備事業として一般会計

に移行となりました地域包括支援センターの運営事業、介護支援ボランティア制度事

業、生きがい対応型デイサービス事業の事業費に係る１号被保険者や２号被保険者が

負担すべき分につきまして、保険料や支払基金交付金として介護保険特別会計の歳入

となりますことから、一般会計に繰り出すものでございます。以上が介護保険特別会

計の主なものでございます。 

○田中委員長　ありがとうございます。これに対して何か御質問等はございません 

か。 

○勝田委員　３１４ページ、高齢者在宅生活支援配食サービスに関して教えてくださ

い。御利用者様の数とどのぐらいの頻度で利用されているかということ、２点まず教

えていただきたいと思います。 

○中山高齢福祉課長　御質問いただきました配食サービスのほうでございますが、昨

年度は平均して１１７人の方が利用されておりまして、３万３,１１４食と言われま

してもちょっとなかなか想像しづらい数字でございますが、お昼だけ頼む方、夕方だ

け頼む方、あとは週に３回ほど頼む方、毎日頼む方、それぞれその状況によって違い

がございます。 

○勝田委員　初歩的な質問で申し訳ございませんが、利用していただける方の基準 

と、これは業者委託ですよね。その２点を。 

○中山高齢福祉課長　利用される方の条件といたしましては、一人暮らしの高齢者又

は高齢夫婦の世帯ということで、見守りが必要な方というのが条件でございます。こ

ちらのほうは業者委託となっております。 

○勝田委員　御利用料金はお幾らでしたでしょうか。 

○中山高齢福祉課長　１食当たり４００円となっております。 

○勝田委員　ありがとうございました。もう１点お願いしたいんですが、隣のページ

の認知症カフェに関して教えてください。非常に大切な取組だというふうに思ってお

ります。カフェが始まった時には、市役所のほうへ委員の皆さんと一緒に何回か伺わ

せていただきました。そこで、このカフェの今の実績と、利用者が増えてる減ってい

るというような変化と、その効果に関してカフェも大分始まって経ってますので、ど

のような御認識があるかということを教えていただきたいと思います。 

○中山高齢福祉課長　御質問いただきました認知症カフェでございますが、こちら２

か所で開催しておりまして、参加者はもちろん認知症の方と御家族の方ということで

ございます。参加者の人数につきましては、今持ち合わせがないものですから後ほど
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分かり次第報告させていただきたいと思います。効果といたしましては、同じ悩みを

持った方同士がお話合いをする場があるということで、非常に有意義な時間を過ごさ

れてるということで認識しておりますが、まだまだこれからもっと人数を増やしてい

きたいなと考えているところでございます。 

○勝田委員　人数は後で結構でございます。それと効果があるということで認識をさ

れてると思うんですけれども、それは御利用者様のアンケートとかそういったことか

らの結果ですか。 

○中山高齢福祉課長　定期的に利用者様の意見というのは聴取しておりますので、そ

ういったアンケートというよりは生の御意見を聴いての内容でございます。 

〇平岡委員　私も何度か認知症カフェ参加させていただきました。確かに利用してい

る数、１回のカフェの利用者の数ってそう多くはないんですよね。でも、あれ以上多

くなってもちょっと混乱を来たすかなというふうに思って見ていました。すごく和気

あいあいとした雰囲気だったので、本当にこの皆さん認知症の方なのかなっていうふ

うに一瞬思ったこともあって、本当にいい試みだな、でももうちょっと回数が増える

といいかなというふうには思いました。質問の一つ目は、昨年も同じ質問したんです

けど、成年後見は今何名ぐらいの方が対象となっていらっしゃるんでしょうか。 

○中山高齢福祉課長　今、対象者のリストというのを持ち合わせておりませんので、

詳しくはお答えできないんですが、まだ１桁の人数でございます。 

〇平岡委員　せっかくの取組なので、もうちょっと増えていただけるといいかなとい

うふうには思うんですけれども。それからもう１点。３１３ページの下のところ御説

明はいただかなかったんですけれども、徘徊高齢者家族支援サービス事業についてお

聞かせいただけると有り難いです。 

○中山高齢福祉課長　３１３ページの徘徊高齢者家族サービス事業でございますけ

ども、後ほど資料をもって説明したいと思います。よろしくお願いします。 

〇平岡委員　どうぞ後ほどよろしくお願いいたします。 

○田中委員長　ほかに。 

○水田保健福祉部長　ありがとうございます。先ほど御質問いただいた勝田委員と平

岡委員のほうからも御意見いただいた認知症カフェなんですけども、課長のほうから

２か所、今、カフェがあるという御説明をさせていただいたほかに、特定の店舗名を

挙げさせていただいて恐縮なんですけども、土浦イオンのスターバックスのほうで店

員さんにも御協力をしていただいて、店舗の中で認知症カフェを実施させていただい

ております。その中で、認知症になられている方があそこでお買い物をして、自分で

好きな飲み物を購入されて、その飲み物を飲みながら様々な多職種の方とお話をしな

がら、支援されていらっしゃる方も交えてお話をされるという機会を設けさせていた
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だいております。これは多分ほかでもなかなかやられてないような事業で、スターバ

ックスさんのほうには感謝を申し上げているところでございます。引き続き場所をお

借りしながら、それと平岡委員さんのほうからもお話があったように、あれ以上の人

数をそれぞれのカフェで集めても、あまり効果がないだろうというところはおっしゃ

るとおりでございまして、もっともっと高齢者の方、それから認知症の方がいろいろ

な場所に出向いてお話をされるような機会、場所を提供していかなければならないっ

ていうところは我々の課題で、例えば中学校地区の公民館を使ってとか、それぞれ集

落にある公民館を使ってなどという機会をこれから創出していければなというとこ

ろは考えているところでございます。あと、平岡委員さんのほうから御質問いただい

た徘徊高齢者家族支援サービスですけども、ＧＰＳをつけた器具を高齢者の方に持ち

あるかせていただいて、それでもし徘徊になったときに、現場を確認して探し当てる

というようなシステムです。ということから、３１３ページの一番下の使用料賃借料、

１４ページにも跨る機械借上料というのは、ＧＰＳ機器になります。御本人様を探し

当てるために、御家族の方を支援するというサービスを提供させていただいているも

のでございます。 

○平岡委員　よく防災無線でどういう方が今、行方不明になってるっていう放送があ

ると思うんですけども、最近見つかるのが早くなってきたなっていうふうに感じてい

たんです。というのはこの成果なんですね。 

○水田保健福祉部長　その方がこのＧＰＳの機器を付けられていたかどうかという

のは、そこまで我々も把握していないんですけども、お一人で歩いてて、周りの方が

あの方何でここにいるんだろう。何でこんな所歩いてるんだろうということでお声掛

けをするという研修も、多職種の方に対して研修会を我々のほうで開催しておりまし

て、そういう一人でいるとか、あの人ちょっとあやしいかなっていう方に対してなか

なか声かけづらいというところは、やはり現実的にあるようでございます。そういう

研修をいろいろな方に積んでいただいてる成果がもしかしたら現われているのかな

とは感じます。私も経験があるんですけども、夜中に一人の女性の高齢の方が、平岡

委員の御自宅の近くの辺りで徘徊したケースで、４月の中旬の夜にその方に声を掛け

させていただいて、やはり神立中央のほうからずっとかすみがうら市のほうに歩いて

こられて、それも亡くなられた旦那さんのお墓参りを今からしに行くという話をされ

ていらっしゃいました。そういうふうに、そういう方にお話をかけるという壁がやは

りあるのかなというところは感じますけども、危害を加えるような方でもないと思い

ますので、その辺はどんどんそういう足取りが怪しいかなって思われるような方には、

分け隔てなく声を掛けて支援していくという環境もどんどん作っていきたいなとは

考えてございます。 
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○平岡委員　やはり皆で認知症の高齢者を見守っていく、そういう環境づくりが大事

なんだなということを今のお話で感じさせていただきました。ありがとうございまし

た。 

○田中委員長　ほかにございませんか。 

（なしとの声あり） 

○田中委員長　それでは、採決をしたいと思います。議案第３９号は原案どおり決す

ることに御異議ございませんか。 

（異議なしとの声あり） 

○田中委員長　異議なしと認めます。よって議案第３９号令和８年度土浦市介護保険

特別会計予算は原案どおり決しました。ここで暫時休憩としたいと思います。 

（午前１１時５分休憩） 

（午前１１時１５分再開） 

○田中委員長　それでは、休憩前に引き続き会議を進めていきます。つぎに、議案第

４９号令和７年度土浦市国民健康保険特別会計補正予算（第５回）を議題といたしま

す。資料は事前配付資料の議案第４８号～５２号をお聞きください。執行部より説明

をお願いいたします。 

○武井国保年金課長　追加の議案書４２ページをお願いいたします。議案第４９号令

和７年度土浦市国民健康保険特別会計補正予算（第５回）について御説明いたします。

今回の補正は歳入歳出それぞれ３８６万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１３２億３,５３８万円とするものでございます。歳入から説明

させていただきますので、４７ページをお願いいたします。７款繰入金、１項、１目

一般会計繰入金、１節保険基盤安定繰入金保険税軽減分につきましては、一般被保険

者の低所得者に対する保険税軽減相当額を補塡するもので、額の確定により、２,０

６３万１,０００円を減額計上するものでございます。２節保険者支援分につきまし

ては、低所得者が多い国保保険者の支援分として国２分の１、県、市それぞれ４分の

１で、保険税軽減の対象となった一般被保険者の数に応じて、平均保険税の一定割合

を公費で補塡するもので、額の確定により４,６４０万９,０００円を増額計上するも

のでございます。３節未就学児均等割軽減分につきましては、未就学児に係る均等割

保険税の５割軽減分の支援分として国２分の１、県、市それぞれ４分の１で補塡する

もので、額の確定により１０７万５,０００円を減額計上するものでございます。８

節産前産後保険料繰入金につきましては、出産に係る被保険者の産前産後期間におけ

る所得割及び均等割保険税軽減分として国２分の１、県、市それぞれ４分の１で補塡

するもので、額の確定により、５１万８,０００円を減額計上するものでございます。

２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金につきましては、



21 
 

今回の補正予算の歳入歳出の差額を財政調整基金基金繰入金で調整するもので、１,

５０９万９,０００円を増額計上するものでございます。９款諸収入、３項、１目一

般被保険者第三者納付金、１節現物給付分につきましては、第三者行為による保険給

付分の賠償金が当初予算を下回るため、減額補正することになり、同２項目目及び２

節減給給付分につきましては、令和７年度に第三者行為の訴訟が終了していないため、

合わせて４,３１５万１,０００円を減額計上するものでございます。つづきまして、

歳出でございます。４８ページをお願いいたします。１款総務費、１項、１目、１２

節委託料につきましては、交通事故による第三者行為の訴訟に関する市の顧問弁護士

委託料でございます。令和４年の定例会で訴訟の提起をお願いしたもので、令和７年

度中の和解が困難なため、３８６万７,０００円を減額計上するものでございます。 

○田中委員長　これに対して何か御質問等はございませんか。 

（なしとの声あり） 

○田中委員長　ないようなので、採決をいたします。議案第４９号は原案どおり決す

ることに御異議ございませんか。 

（異議なしとの声あり） 

○田中委員長　異議なしと認めます。よって議案第４９号令和７年度土浦市国民健康

保険特別会計補正予算（第５回）は原案どおり決しました。つぎに、議案第５０号令

和７年度土浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５回）を議題といたします。執

行部より説明願います。 

○武井国保年金課長　追加議案書４９ページをお願いいたします。議案第５０号令和

７年度土浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５回）について御説明いたします。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億７,７６５万１,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２８億５,４５９万２,０００円とするものでございま

す。歳入から説明させていただきますので、５４ページをお願いいたします。１款後

期高齢者医療保険料１項１目及び２目普通徴収保険料でございます。後期高齢者医療

保険料につきましては、被保険者の医療給付費に充てる財源として徴収するもので、

当初予算を上回る歳入があったため、１億９,６８６万７,０００円を増額計上するも

のでございます。３款繰入金、１項、２目保険基盤安定繰入金でございます。説明欄

１項目目の保険基盤安定負担金低所得者の保険料軽減分の繰入金につきましては、低

所得者の保険料軽減分を公費で負担するための繰り入れで、額の確定により１,８６

４万３,０００円を減額計上するものでございます。また説明欄２項目の同負担金、

非被用者保険被扶養者の保険料軽減分の繰入金につきましては、後期高齢者医療保険

制度加入前に会社の社会保険等の健康保険の被扶養者であった場合、加入後２年間に

限り、保険料が軽減となり、その分を公費で負担するための繰り入れで、額の確定に



22 
 

より５７万３,０００円を減額計上するものでございます。続きまして、歳出でござ

います。５５ページをお願いいたします。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項、

１目後期高齢者医療広域連合納付金でございます。後期高齢者医療保険料納付金につ

きましては、歳入でも御説明いたしましたが、徴収額が予算額を上回るため、県広域

連合への納付金支出額についても、当初予算では不足が生じるため、１億９,６８６

万７,０００円を増額計上するものでございます。また後期高齢者医療保険基盤安定

納付金につきましては、低所得者等の保険料軽減に係る公費負担分を広域連合に納付

するもので、額の確定により１,９２１万６,０００円を減額計上するものでございま

す。説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○田中委員長　これに対して何か御質問等はございませんか。 

（なしとの声あり） 

○田中委員長　ないようなので、採決をいたします。議案第５０号は原案どおり決す

ることに御異議ございませんか。 

（異議なしとの声あり） 

○田中委員長　異議なしと認めます。よって、議案第５０号令和７年度土浦市後期高

齢者医療特別会計補正予算（第５回）は、原案どおり決しました。つぎに、議案第５

１号令和７年度土浦市介護保険特別会計補正予算（第４回）を議題といたします。執

行部より説明願います。 

○中山高齢福祉課長　追加議案書の５６ページをお願いいたします。議案第５１号令

和７年度土浦市介護保険特別会計補正予算でございますが、今回は令和７年度の収支

の見込みに基づきまして、それぞれの予算科目において増減を行い、歳入歳出の予算

の総額をそれぞれ２,２８６万６,０００円追加し、予算の総額を１３６億３,５２０

万５,０００円とするものでございます。歳入のほうから６１ページをお願いいたし

ます。１款保険料、１項、１目第１号被保険者保険料、１節の現年度分特別徴収保険

料につきましては、収入見込額が当初見込額を上回ることが見込まれたことからの増

額。２節現年度分普通徴収保険料につきましては、収入見込額が当初見込額を下回る

ことが見込まれたことからの減額。３節過年度分保険料につきましては、収入見込額

が当初見込額を下回ることが見込まれたことからの減額でございます。３款、１項、

１目介護給付費負担金につきましては、保険給付費の国の負担分でございまして、内

示額に基づき増額するものでございます。２項、１目の調整交付金につきましては、

国庫負担金の調整分で交付決定に基づき減額するものでございます。２目地域支援事

業交付金につきましては、介護予防日常生活支援総合事業の国の負担分で内示額に基

づき減額するものでございます。同じく３目の地域支援事業交付金の介護予防日常生

活総合支援事業以外の地域支援事業につきましては、国の負担分でございまして、内
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示額に基づき減額するものでございます。４目介護保険災害臨時特例補助金につきま

しては、東日本大震災による避難指示区域から避難者の介護保険料軽減分に対する国

からの補助でございまして、国の交付決定に基づき増額するものでございます。５目

保険者機能強化推進交付金につきましては、市町村による高齢者の自立支援重度化防

止等の取組を支援するために創設された交付金で、内示額に基づき増額するものでご

ざいます。６目介護保険保険者努力支援交付金につきましては、同じく市町村による

予防介護健康づくりの高齢者の自立支援、重度化防止等の取組を支援するための交付

金で内示額に基づく増額でございます。６２ページをお願いします。８目介護保険事

業費補助金につきましては、介護報酬改定等に伴うシステム改修事業で、市町村実施

分に対し交付される補助金でございまして、内示額に基づき、１００％増額するもの

でございます。４款、１項、１目介護給付費交付金につきましては保険給付費の４０

歳から６５歳未満の第２号保険者の保険料負担分でございまして、支払基金の内示額

に基づき減額するものでございます。２目地域支援事業支援交付金につきましては、

介護予防日常生活支援事業の第２号被保険者の負担分で、支払基金の内示額に基づき

増額するものでございます。５款、１項、１目介護給付費負担金につきましては保険

給付費の県の負担分でございまして、内示額に基づき減額するものでございます。６

款、１項、１目利子及び配当金につきましては、介護給付費の準備基金の利息で、見

込額に基づき増額するものでございます。７款、１項、１目介護給付費繰入金につき

ましては、保険給付費の市負担分で当初の見込みよりも上回ることが見込まれたこと

から増額するものでございます。２目地域支援事業繰入金につきましては、介護予防

日常生活支援総合事業の市の負担分で、当初の見込みよりも上回ることが見込まれた

ことからの増額。６３ページをお願いいたします。３目同じく地域支援事業繰入金で

すが、介護予防日常生活支援総合事業以外の地域支援事業につきましても負担金分で

当初の見込よりも上回ることが見込まれたことからの増額でございます。４目低所得

者保険料軽減繰入金につきましては、国、県の交付決定に基づき増額するものでござ

います。５目その他一般会計繰入金につきましては人件費の見込みにより減額するも

のでございます。２項、１目介護給付費準備基金繰入金につきましては、保険料収入

や国県支出金等が歳出に対し不足する場合、基金を取り崩して充当するもので、今回

歳出に対し歳入が不足することが見込まれたことから増額するものでございます。８

款、１項、１目繰越金につきましては、令和６年度の事業実績に基づき追加交付され

る国と県の地域支援事業の交付金のうち、相殺により見えなくなるものになる分を増

額するものでございます。９款、１項、１目第１号被保険者延滞金につきましては、

収入見込額が当初見込額を下回ることが見込まれたことからの減額するものでござ

います。２項、１目第三者納付金につきましては、収入見込額が当初見込額を下回る
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ことが見込まれたことによる減額でございます。２目の返納金につきましては介護給

付費の返還金で、返還額に合わせて増額するものでございます。６４ページに跨りま

すが、３目の雑入につきましては、事故損害賠償の保険金で保険額に合わせて増額す

るものでございます。つづきまして、歳出のほうを御説明させていただきますので、

６５ページをお願いいたします。３款地域支援事業、１項、１目介護予防生活支援サ

ービス事業につきましては、利用者の増加により当初予算では不足することから増額

するものでございます。２目の介護予防ケアマネジメント事業につきましては、こち

らも利用者の増加により当初予算では不足することから、増額となったものでござい

ます。４款基金積立金、１項、１目介護給付費準備基金積立金につきましては、基金

運用利息や第三者納付金、介護給付費返還金などを基金に積立するもので、当初の見

込額を下回る見込みであることから減額するものでございます。 

○田中委員長　これに対して何か御質問等はございませんか。 

（なしとの声あり） 

○田中委員長　ないようなので採決をいたします。議案第５１号は原案どおり決する

ことに御異議ございませんか。 

（異議なしとの声あり） 

○田中委員長　異議なしと認めます。よって、議案第５１号令和７年度土浦市介護保

険特別会計補正予算（第４回）は、原案どおり決しました。以上で当委員会に付託さ

れました議案の審査は終了いたしました。執行部からその他ございませんか。 

○矢内生涯学習課長　先週の委員会のほうで、平岡委員のほうから亀城プラザの講座

についてお話いただいた件で御報告させていただきたいと思います。亀城プラザは今

回の値上げの関係もありまして、講座の受講料を値上げする予定ということで伺って

ます。講師に対しての謝礼もそれに伴って若干上げる方向で調整しているそうです。

ただ、産業文化事業団では、水郷体育館や亀城プラザのほかに、ワークヒルも同じよ

うに講座をやっておりまして、統一することも検討しているそうなんですけども、そ

こまでは至らずに、各施設ごとの判断で受講料を決めることでやっております。ただ、

受講料を上げることに関しては、来年度の４月１日からの受講料を上げると聞いてお

ります。私たちのほうでも公民館でも講座を開催しておりまして、公民館のほうは８

館あるんですけども、全て講師謝礼は８,０００円と内規で決めております。ただ補

助員などを付ける場合にはその半額の４,０００円です。今後、鈴木委員のほうから

もありましたとおり、分類ごとでの統一なども考えなければならないと思ってまして、

講師のレベルですとか、内容ですとか、材料費とかも掛かるものがあるんですけども、

そういったものも含めて統一できるような形で検討をこれから進めていきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 
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○田中委員長　これに対して何か御質問等はございませんか。 

（なしとの声あり） 

○田中委員長　それでは、以上で文教厚生委員会を閉会いたします。


